
 

ＪＲ連合ＮＥＷＳ 

～２０２５春闘～ 
Ｎｏ．１５ 

ＯＮＥ ＴＥＡＭで もっと賃上げ・生活改善 
－労働条件改善を加速させ、人財の確保・定着につなげよう－ 

２０２５年 ３月１４日 日本鉄道労働組合連合会 

 

２ ０ ２ ５ 春季生活闘争討論集会開催！ ！  

ＪＲ連合四国地協は２月 15 日、香川県宇多津町内で第 33 回定期委員
会を開催し、向こう一年の方針を策定するとともに新体制を確立した。 

冒頭、執行部を代表して挨拶に立った大谷清議長（ＪＲ連

合副会長・ＪＲ四国労組執行委員長）は、連結営業収益がコ
ロナ禍前を超え２期連続の最終黒字を見込んでいる状況に

触れ、「順調な経営成績は組合員の日々の努力や各種施策へ

の協力の賜物」と述べた後、「安全」「２０２５春季生活闘争」
「政策課題・四国新幹線早期実現に向けた署名活動の取り組

み」について所信を表明。あわせて、諸活動の推進には人財

の確保・定着が何よりも重要との考えを示した。 
 議事では、中野圭司事務局長（ＪＲ四

国労組副執行委員長）が提起した経過報

告、活動方針案・予算案を満場一致で承
認。役員改選では新たに梅原伸之副議長

（四国ＫＩＯＳＫ労働組合執行委員長）

が就任し、新体制を確立した。 

 続いて開催された「２０２５春季生活闘争討論集会」では、ＪＲ連合

の石川敏也産業政策局長が今次春闘のポイントや取り巻く情勢を説明。

「継続した賃上げの実現に向けてＯＮＥ ＴＥＡＭで取り組もう！」と呼
びかけたほか、新幹線は四国の将来に必要不可欠と説き、一丸となり署

名活動へ取り組むことを要請した。 

集会では、物価高に負けない賃上
げや労働条件改善への期待、四国新

幹線実現に向けた機運醸成への意

見が出され、執行部より答弁。最後
に大谷議長の団結ガンバローで会

を締めくくった。 
 

大谷議長 


